『小右記』に見られる原因・理由を示す表現 by 清水, 教子
今後の課題は、
本文献と同時代の他の公卿の日記、
藤原道長
注
2
(966年！囮年）の「御堂関白記」（998年1血年の記事）や藤原行
注3
成(972年i岡年）の『権記」(991年！血年の記
事）、
の三者を比較
検討して共通点と相違点（個性差）を明らかにすることによって、平安中期の公卿の日記（記録語文献）に見られる原因・理由を示す表現の全体像を把握することである。
そして究極には、平安中期の記録語文献に見られる様々な表現（類型及び個性）を集大成することである。
本文献に見られる原因・理由を示す表現
は、
次の二つに大別す
ることができる。前者は原因・理由を示す文字が明記されている場合、
例えば先述の一で引用した例のように、「今日は物忌であ
本文献に見られる原因・理由を示す表現
本稿の目的は、平安中期の公卿藤原実資(957年ー郎年）の日記「小右記』・(978年！
暉年の記
事。
以下、
本文献
と呼ぶことにす
る。）に見られる原因
・理由を示す表現につ
いて記述することで
ある
。
はじめに
語の読みの決定と具体例の引用の仕方
語の読みの決定については、
鎌倉時代写の「前田本色葉字類
注4
注
5
抄
j
その他を参考にした。
具体例の引用に当たっては、
可能な限り現行の常用漢字の字体
に改めた。
そして所在の示し方は、
例えば、
寛弘9年（皿年）5
月19日の記事「今日物忌劇部殊重
欲参御八講」であれば、
「小右記こ269ページ上段に記載されているので (-269上）と記すことにする。なお、
引用例中の傍線・波線は私に記したもので、
以下の具体
例においても同様である。
『小右記』＇に見られる原因・理由を示す表現
清
水
教
子
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る が 、
殊 に 重 く は な い 叫叫、 御 八 講 に 参 ろ う
と思う。」という意
味を示し、
の で に 相 当 す る 語 依 （ ー に よ っ て ） が 表 記 さ れ て い る
場合である。
後者は文字と
し て
明記
されていな
い場合、
例 え ば
「 諸 僧 自 大 極 殿 東 西 壇 上 参
講 読 師 亦 同
無 音 楽
差 是 御 国 忌 月
敷天
暦 九 年 以 後 例 敷 可 緑 見 突 」
(-298
上 ） の よ う に 、 「 音 楽 は
な し 。
その理由として、
もしかしてこれは御国の忌月であるから
な の か 、
それとも、
天暦9年以後の例によるのか、
綱 ぺ て み る ぺ '
き で あ る 。 」 と い う 意
味を示し、側（ーによる）が表記されてい
な い 場 合 で あ る 。
'
本文献では、
上 記 の 両 者 が ど ん な 比 率 で 用 い ら れ て い る か を 調
べ る こ と も 必 要 で あ る が 、
本稲では前者（原因
・
理 由 を 示 す 文 字
が 明 記 さ れ て い る 楊 合 ） の み を 取 り 上 げ る こ と に す る 。
ところで、
巻 末 の 一 覧 表 か ら 明 ら か な よ
うに
、
本 文 献 で は 、 構
文 上 、
原因・理由を示
す 事 柄 が 先 行 し て そ の 結 果 が 後 に 示 さ れ る
，
楊 合 （ 順 接 型 と 呼 ぶ こ と に す る
）
と 、
結 果 が 先 行 し て そ の 原 因 ·
理 由 が 後 に 補 足 的 に 示 さ れ る 場 合 （ 倒 置 型 と 呼 ぶ こ と に す る ） とに 二 大 別 す る こ と が で き る 。 次 に 、
これらの代表例
を 示 す 。
順 接 型 （ 原 因 ・ 理 由 を 示 す 事 柄 が 先 行 し 、
そ の 結 果 が 後 に 示
される場合。
）
1接
続 窮 を 用 い る 場 合 ． （ 二 文
）
(1)
伯（
よ っ て ）
X 者 。 伯 Y o
ー
( 2 ) 依 而 （ よ っ て
）
X
°
依而Yo
(3)
依 天 （ よ っ て ）
X
°
依 天 Y o
(4
)因
（ よ っ て ）
X°'
因 以 Y o
(5)故
（ゆゑに
）
X
°
故Yo
(6)
随（
し た が っ て 〉
X
°
随 亦 Y o
( 7
) 然 者 （ し か れ ば ）
X
°然者Y
o
動詞「よる」を用いる場合（一文）(1)
依（
よ っ て ）
依
x
、 Y o
(2)
依天（よって）
X 依 天 Y
o
(3)
因（
よって）
因
x
、Y
o
(4)
緑（
よ っ て ）
緑
x
、
Y o
名 詞 「 ゆ ゑ 」 を 用 い る 場 合 ( - 文 ）
．
（ ゆ ゑ に
）
X 之 故 、
Yo
倒置型（結果が先行し、
その原因・理由の説明が後に補足的
に 示 さ れ る 場 合 。 ）1動
詞 「 よ る 」 を 用 い る 場 合 （ 二 文 ）
(1)
依（よって）
y
°
依
X
也
°Y
。是
依
x
也 ゜
( 2 ) 縁 （ よ る ）
Y
°
緑
X
0
Y
。 是 緑
x
欺 ゜
(3)
因 （ よ る ）
Y
°
因
x
°
名 飼 「 ゆ ゑ 」 「 た め 」 を 用 い る 湯 合 （ 二 文 ）
（ゆゑ）
Yo
x故也
。
2 3 
(1)
故
故
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(2)其故者
（そのゆゑは）
Y°其故者X0
(3)其故
（そのゆゑは）
Y°
其故X者。
(4)故何者（ゆゑはなにとなれば）
Y°
故何
者X而已゜
(5)所以者〈ゆゑは）
Y。所以者X°
(6)為
（ため）
Y°為X也゜
以上の型について、
次節以下で具体的に述ぺていく。
順接型の場合
接続詞を用いる場合（二文）
接続詞「よって」は、
伯皿例、
依而1例、
依天1例、
因1例で
計郎例、
故（ゆゑに〉は18例｀
随（したがって）は44例、
然者
（しかれば）は22例である。なお、「色葉字類抄
j
には「依ィ・ヨテ因藉伯縁」（前田本
辞字
上ヨ116*6)とあって、
依は初出、
約は4番めの掲載字である。
(1)俯（よって）が文頭に立つこと、
即ち接続詞であること
は、「X者。伯Y゜」（者11てへり）188例、「X
云々。
伯Y。」（云々
11うんぬん）79例、「X也。伯Y゜」
（也11なり）68例、「X敗。
伯
Y。」（敷11か 27
X乎。
伯Y゜」（乎11か）4例、「X而已
。
伯Y。」（而已11のみ）2例などのように
助辞が伯の直前にある
ことから明白である。伯で結ばれる前の事柄（原因・理由）と後の事柄（結果）との内容は多方面にわたっている
が｀
両者の間に
必然的な関係があること 言うまでもない。
具体例は、
①又
云
摂政従夜部有被悩
今8試楽不可被参上者伯乍驚詣彼御宿所
以経頼令申事由(-148上）
②右
兵衛督云
法成寺僧房板敷下
、/‘‘、rヽr
有死児
犬喫入云々
伯有三十日稼十日御堂会停止者
（三12
； 
下）
®
今日青宮遠給B也
初日入未乗燭間参入
候殿上（三
52上）
④参皇太后宮
暫候
左相府被悩間
令心労給敷
伯
以資平
令示女房
(-275下）
⑤
但以彼庁冗願教円可令奉仕
之由
仰之了
，然而彼未従其事
有何事乎伯所仰也
(I
1126 
上）
⑥今日
権左中弁相方一人蔀四側雖四位
仰史生事
(-129上）などである。
(2)依而は、⑦
日者以柳地萩蓮莱等湯洗
而依夢想告俳支
子又
以蓮葉煮冷洗面
依而腫頗減赤色
亦宜冷治已有其験
(―
-376上）
1例のみである。＇
(3)依天は、
⑧
大僧正法印大和尚位慶円者
春秋多積り
（中略）
山中賢型之首牡其徳広波口加し
強切たうす
依天
天
台座主爾任賜と治賜布事乎
白でと
定勘命白
(-m下）の宣命
に1例のみである。
(4)因は、
⑨昨
日吉B
即臥初汲泉水
先供本尊眺伽
其
後汲用
(-312下）1例のみである。
(5)故は、⑩
為盛朝臣云
右衛門督一日従内退出後身熱悩
故不可詣関白賀茂御共
亦不可向使出立所
(--331下）のほか、
残りの3例はいずれも、
⑪
今此由追令祈申翌所念給酎＂糾是以
吉8良辰乎探定天（以下省略）
（
l＝
279下）のように宣命に用い
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られている。
(6)随は、⑫仰亦少将不可申大将殿之由剛卵不知案内
一
伯所不申也
（ニJoo下）のように「X°随亦y。」18例、⑬
又
令申云
有饗熊何不候哉随又被仰可進止者侯
是縦雖無例
所
、5
申可然者
伯令仰其由
(i-321下）のように「X°随又Y。」11
例、⑭
報云
今夜可宣下
明日明[後]H身慎殊重刷丸芍不
可来者
（ニ357上）のように「X°随又々Y°」2例、⑮
昨日
大納言在衡仰少外記海正陸志有式日神事
之日
被加行他神事之
例宜
勘申者
随則勘申仁和三年二月四日祈年祭之日
伊繁井常
陸等幣吊使立
（ニ129上
）のように
「X°随則Y°」12例、⑯
余報云
覚斑付属院源之状
有可任源心之状剛耶放与叫源心了
（三186下）のよう
に「X°随即Yo」1例である。
なお、促音便形 確かな例は、室町末期（暉年刊）の「日葡辞書」
(
Xit
aga
tt
e)
が
初出
であるが、一応音
便形
にしておく。
(7)
然者は『色葉字類抄jには戟っていないが、院政時代
注？
写の「大慈恩寺三蔵法師伝古点jには「然レハ」とある。
⑰余
云
奉移之事必不可忌避欺
非祭献己熙劉今日不可有
御殿祭敷如何
（ニ102上）
⑱
去夜襲芳舎放火撲滅了
（中
略）
連夜京中往々有斯事
放免所為云々
（中略）
愚所思者
捕追行火者之輩
可加殊賞之宜旨
若可被下船
ii
有怖畏敷
此由密々示達四条大納言
頭弁経通
放火事不断者
天下滅亡了
（ニ243下）などである。
敷
2 
早朝
左府被送書状
為見山辺紅葉
所被伴
動詞「よる」を用いる場合(-文）
「色葉字類抄」には「依耳製因藉寄切
（中略）
縁（
以下
省略）」（前田本
辞字
上ヨ116オ7)とあり、
J依は初出字、因は
2番め、縁は23番めに掲載されている漢字である。依細例、因25例、縁22例がある。
·
(1)依は、⑲今8太閤云
李部宮今朝已不党約有御本意
先剃御頂
其後参入
自起居給
懇切直出家事者
（二碑上）
⑳今日御読経結願側有所労不参入
〈―-164下）のように「依
x
、y。」暉例、
⑪
無臨時祭試楽側禅閤堂悩給
fi
（三149
上）
⑫
日来摂政被食葛根囮為薬
ti
（ニ98上）のように
「依
x
、云々」（云々は直前の一文の緑り返しを避けたものと考
える）19例、⑬又従今日五箇日
可廃朝之由
被下宣旨己了
経状如此之
昨B諸卿定太不当也側忍定所被行欺
(-225下）
これ
のように、前文の内容を指示代名詞之で受ける「依之、y。」3例、
⑳
摂政
従別納所々参賀茂側船不被参祭云々
（二珈
下）のように、「依是、Y。」（⑬の例と同じく、前文の内容を指
.u“ 
示代名詞是で受ける場合 1 である。
(2)依天は、⑮妥去六月十七日恒例乃御祭訟留
ti
斎内親
玉諸司遠率列天
参詣之天
如跡爾欲供奉留所爾
（三躙下）のよ
うに官＿命に2例ある。
(3)因は、⑳
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名詞「ゆゑ」を用いる場合（一文）
「色薬字類抄
j
には「故ュヘ由以致已上同」〈前田本
辞字
`,｀’ 
下68オ4)とあり、
⑮明
後日可候由仰之
無殊忌之故
関白軽
、5
服之後
可見給
（三83下）
⑯
参八省院之間
行歩可難堪之
釦先定祈年穀使之後
可定申也
（三194上）のように「X之故、
3 
也
ユ
然而剌物忌
不追従
(-151上）
＠
仰可召侍従之由
余起座参上
（中略）
因日漸傾
不待侍従参上
（ニ271上）の
ように「因
x
、Y
。」11例、
⑳
列見延引
因上卿有障云々
(-―-194上）のように「因
x
、云
々」（云々は前文の内容の繰り返
しを避けたものと考える）2例、
⑬今
日欲被定季御読経事
大
納言以上皆有故隙郎芯無定
（ニ130上）のように直前の文の内
これ
容を指
示
代名詞之で受ける「因之｀
Y。」11例、
⑳又
相通5
神戸乃外111追越鰭．ン
｛旦布剌認刃夫婦共爾科祓界払却計
祭礼翌小
勤仕唸
(=-279上）のように「因在天Y。」（⑳と同じく直前の文
これ
の内容を指示代名詞荘で受 ）は、
この宣命1例である。
(4)縁は、⑪
山座主光臨云
従去十八日欲行内論義事劇
内裏焼亡事停止
（ニ35上）
⑫皆有船楽儲劇式部卿親王重
悩給俄停止
（二加下）のように「縁
x
、Y
。」19例、
⑬於
本
院被修仏事劇大嘗会行事不参入似
(-280下）のように「縁
x
、
Y也。」2例、
⑭
左大臣可上表云々＇縁夢想告
俄所被思企敷
(-315下）のように「縁
x
、Y
欺。」1例である。
倒置型の場合
動詞「よる」を用いる場合（二文）
動詞「よる」を用いる場合
は、
依（需叩田本色葉字類抄」初掲
→)れ
字）362例、
この内、
指示代名詞是を伴うもの16例、
縁（同じく23
二れ
番めに掲載）18例、
この内、
是を伴うもの2例、
因（同じく2番
これ
めに掲載）10例、
是を伴うものは皆無である。
(1)依は、
⑰乗
燭後行香
予先退出
右兵衛督経通乗余車
後釣心神不宜幽
（三146下）
⑱早
旦
馬一疋給石見守資光
朝臣
昨日参内之間不給今日首途之由側昨日
申似
(-―-245
下）のように「Y°依X也。」皿例、
⑲少選資平帰来云
相府
已不見給
卿相宮殿人等
不悦気色甚露
依令産女給敷
(-328
下）
＠今夜大殿引率北方
被参法性寺云々
依御胸未平損敷
（ニ181上）のように「Y°依
x
敷。」lll例、
＠先
例着南座
召
宜命
見了返給内記
渡小庭進御所
而今日不然
若依左府着南
座船
(-193下）
＠
四条大納言及下官
不被定宛郡側非御
傍親院司等船
(-230上）のように「Y°若依
x
欺。」（もしーに
よってか）8例、
⑬
法性寺座主鹿命5来
不相逢的有所労
（ニ39下）
⑭
皇后宮先日為尼
去九B更剃御髪為法師
依御
病危急
是二位宰相所陳
(―-252上）のように「Y°依X。」79
例、
⑮
伝関白御消息云
十四B節会早参可行
依
入夜宰相来 四
Y。」12例である。
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月蝕事
亥刻以菰側可終節会都
（ニ390上）
⑮
此間消談次式
関白及次々人々未束帯
依日次不宜者
（三77下）のように「Yo
依
x
者。」22例、
⑰伯州返事云遣不可参上由
依所労頗宜耳
（ニ379上）のように「y°
依X耳゜」
5
例、
⑱
相府不決之事
只近習卯相所令候也
還以可恐恨
依無過怠而已
（一額上）の
ように「
Y
°
依
x
而已。」1例、
⑲不可背年来例
畿内土佐使
更無殊事
令蒙此仰
依奉仕乎
明日参大殿
候気色可一定
（ニ177下）のように「y°依
x
乎。」1例である。二れ
又、
前文の内容を指示代名詞是で受ける場合は、⑲
宣命版数
‘,｀ノ
度催後
中務慨式部臨晩僅立標
今日事猶以水投骰
是依相府気
也（
一頌上）
⑪御贈物延喜御手跡答笙
中納言行成参議道
方執之
先是大夫斎侶進御前問之
是依左大臣相示也
（ニ18
上）のように「
Y
°
是依X也。」
5
例、
⑫釈迦堂御読経事
以
具趣仰遣律師冥喜許
是依可慎御火事
(-8下）のように「Yo
是依X。」
3
例、
⑬今日一代一度仁王会被行之日
（中略）
左大弁候造宮所
称所労不参若是依不昇晋敷
不可然
（ニ125
上）
のように「
Y
°
若是依
x
欺。」1例、
⑭
霙上人及有徳者
或当任吏或旧吏等
各引卒随兵十二十人
騎馬者不可勝計
左右
無比船廊相府定式吟(-218上
）のように「
Y
°
是依
x
云々」
‘,`� 
2例、
⑮
修理大夫示送云
按察納言従内告送云
今日賀茂使宰
相昨
日廻仰
悉申故障不参早可参入之
是依有天気者
（一
256下）のように「y°
是依
x
者。」1例、
⑯
内口頭弁以資乎有
頭弁云
前日間事有
示達事等
□相府被談事等也
偏船飼不好座主有傍難平
(-418
上）
のように「
Y
°
是依
x
、N
耳。」1例、
⑰
召使未来之前
七八人兵逃亡了者
件所々
佐以下皆悉馳向
事頗可驚多
是依
京内不静所被行歎
(-111上）のように「
Y
°
是依
x
、N
欺。」
1例、
⑱伝聞
二品女親王今夜退出船側光照卒去俄以被出
,9,云々
(-20上）のように「
Y
°
是依
x
、N
-H々」1例がある。
(2)縁は、
⑲今朝女装束一襲送頭中将許
伊勢儲禄科也
縁一日有所触
（ニ13上）
⑲関
白云
詣卿不可早起座
縁可
狼藉
伯暫侯
（三璃上）のように「
Y
°縁X。」5例、
＠右
衛門府生保年申云
昨被下相撲楽止宣旨云々若緑左府病欺
(-135下）のように「
Y
°若縁
x
欺。」
2
例、
⑫
雷嗚陣立不案
内差
随身時頷．問遣於陣
帰来云
依無宣旨不立者
縁入秋節
欺年来雷鳴陣事如棄忘耳
（二l上）のように「
Y
°縁X敷。」
2例、⑬
又取案内
聞延引由不参入欺
大納言斎信従途中退掃
縁聞延引由云々
(-391上）のように「
Y
°
縁X云々」3例、
＠
其返事式昨今不発給
今暁度給御堂劇維病之疑筍
(-276
下）のように「
Y
°
縁X者。」
3
例、
⑮
右金吾加元日十六日次
第縁
彼意示也
(-1-221上）のように「
Y
°
緑X也。」1例、
⑮
大臣云
明日可参入之由
被触戒卿相
同被命下官
不申左右
縁不可参耳
(-324土）のように「
Y
°縁
x
耳。」1例である。
これ
又、
前文の内容を指示代名詞是で受ける場合は、
⑰
昨日主上密々被仰雑事之次
有令褒脊資平給
仰云
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名詞を用いる場合（二文）
名詞を用いる場合は、
故（ゆゑ）74例、所以（ゆゑ）1例
、為
-U"
（ため）31例である。又、
前文の内容を指示代名詞是で受ける場
合は故1例のみである。
�
(1)故は
、⑫
蔵人式部丞雅康
仰可候御神楽之由
称有所
労之由退出
実有方忌之故也
其由内々相承了
(-407下）
⑬
彼寺焼亡
伯今日於円融院被修云々
即依有所労不参入
老人苦
熱間
強扶参入
不可耐
忍釦似
（ニ197下）のように「Yox之
故也。」46例、
⑭
又斎王参宮之間忽有故障
而更不然瞑知治
天下良久之由
是宮人等所申也云々
世間之事只可以目
不可以言之故
(-453下）
⑮
山階別当・甘瓜
放々多
使給少禄
答対忍只副大将之気船1例がある。
(3)因は、
⑱擬
階奏持来
不加署固仮間
（ニ172下）
⑲長
保辞書進之
不見返給
又不相逢卸苦熱
内（
三56下）
のように「Y°
因X。」6例、⑳
中納酋来志今明物忌
而依
有大弁告
破物忌欲候院御供
留給之由
只今亦有其告側不可
参向白河
制物忌筍
（三加上）のように「Y°因
x
者。」3例、
； 
⑪早
旦沐浴渚食
因円融院御国忌也
（二磁上）のように「Yo
因
x
也。」1例がある。
これ
なお、
因は指示代名詞是で受ける場合は皆無である。
(-303下）のように「Y°是縁
x
欺。」
其味甚美忍釦
隈有分送
今般似有殊志
（三275上）のように、
「Yo
x之故也。」の也が省略されたものと考えられる「Yo
x
之故。」9例、
⑯又
式
（中略）
今月晦比渡給二条殿
以新
造御堂充吉方廊無仏忌
只可有我忌む
il
（ニ301下）のよう
に「Y°x之故者。」2例
、⑰今日左相府三十講結願
披露物
忌由不参入
世間不静之比
老人奔走太以無益必釦平
(-442
上）のように
「Y°
x之
故耳。」1例、⑱
或云
公忠更不可被
召仕
至今只可令従本府事者
公忠
濫行張本お釦武吟（ニ176
下）のように「Y°x之故云々。」1例
がある。
又、
理由の説明が長くなるときには、「其故者 「其故」（共に、
そのゆゑはi)「故何者」（ゆゑ
はなにとなればi)を用いている。
(2)其故者は、
⑲又
勤不勘文
且可令進由
有仰事
然而
不承従
其故者
疫痰流行之間
可無他事者也
而頻依被催仰
雖勤造
自然如之
不可被強仰欺者
(-446上）
⑱予答云
雖有前例
忽不可然如釦副大和尚与左相府
近日不和
必無
許容敷
又良円事
下官内々先達相府
随其気色可左右也
(-―
11下）のように「Y°其故者X。」12例である。
(3)其故は、
⑱
右衛門志貞宜令奏
l云去
十七日厨町様引来
本陣
其故
以檄後飯持来射礼所宛其饗
官人等浩食還参本陣
者(
-5下）のように、「其故者」の者（は）が省略されたと
考えられる「Y°其故
x
者。」1例である。
(4)故何者は
、⑫
此文不快訟廊船
任終随
非摂政関白
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（一凶下）のように「Y°故何
身之
例
権肋而已
伯返給令止
者X而已。」1例である。。
(5)所以者は、⑬
故花山院御子二人
為故冷泉院王子
為
親王
依彼例所被行云々
已不相合之例也所以者口冷泉院御口
之時
為彼王子
而三条院崩
巳及三箇年
今更為彼王子如何
0-240下）のように「Y。所以者X。」1例である。
-U" 
又、
前文の内容を指示代名詞是で受ける場合は、
⑭入
夜資平
来云
今日左府有作文管絃之興
主上被仰云
我昨談譲位事是
有不予事之故
而今有糸竹等之遊
、心頗不安
（ニ30下）のよう
に「Y°是
x
之故。」1例のみである。
(6)
為は、⑮事頗乖理
切為令知衆人
令渚白色
誡有所
以為
後所記也
(-188下）や、⑯疑義師自今日七箇日
奉為
主上奉供北斗中将宅
是皇后命也
(-出上）のように目的を示
す場合、
⑰
参議通任叫相府家子等齢嘲睛
（一珈上）のように
被害の受身を示す場合などがあるが、
次のように理由を後で説
明
していると考えられる
もの
が31例ある。⑱
明日明後B有所慎
不可参御葬送之由
示拾逍納言
為令披露也⑲今日不参之事
云遣頭中将資平許
大略昨日披露了
然而為令達摂政也
（二叫
下）のように
「Y°為X也。」15例
、⑲
戌刻許太皇太后宮亮能
通宅却屯焼亡
依行祭事不遣消息糾避焼亡所穣
（一偽上）
®件事今朝達四条大納言
為令示
彼三品亜将
(-293下）のよ
うに「Y°
為X゜」（為
也の也が省略されたものと考えられる）
10
順接型では、
接続詞
を用いる場合（二文）が蕊例（幻％）、
動
詞「
よる」を用いる場合(-文）が碑例（即％）、
名詞「ゆゑ」
を用いる場合（一文）が12例（い％）であり、
用例数の上からは
接統詞を用いる場合が最も多い。
倒慨型では、
動詞
「よる
」を
用いる
場合（二文）が390例
(m%）、
名詞
「ゆゑ」
「ため」を
用いる場
合（二文）が106例
(m%）であり、
動詞を用いる場合が圧倒的に多い。
順接型で接続詞を用いる場合は、「よって」（伯皿、
依2、
因
3
本文献に見られる原因・理由を示す表現につい
て、
構文・用字
法・用例数の観点からま
とめてみると、
次の11点になる。'
1順
接型は邸例、
倒置型は496例であり、
全体の釦％までが順接
型であ
る。順接型が多いのは、
人間の思考・表現の仕方（原
因・理由
があってその結果が生じる）からすれば自然と考えら
れ
る
。 五ま
とめ
例、
⑫
今日有女叙位
其次以主計頭吉平叙従四位下
朝恩之至
也陰
陽家為無比肩之者欺（ニ50下）のように「Y°為
x
敷。」
5例、
⑬
於土御門堂
供養等身金色阿弥陀
井百巻阿弥陀経
偏為往生極楽也者
(-222上）のように「y°為
x
也者。」1例
があ
る。
これ
なお、
指示代名詞是で受ける湯合は皆無である。
- 52 -
注l
1)が耶例(m%)、
随（したがって）44例(M%）、
然者（し
かれば）22例（い％）、
故（ゆゑに）4例（い％）で
あり、
「よって」が圧倒的に多く用いられている。
5
順接
型
で動詞を
用い
る場合は
、
依血例（叩％）、
因25例
（口％）、
縁22例(U%）であり、
依が圧倒的に多い。
6倒
置型で動詞を用いる
場合は、
依362例(m%〉、
縁18例
（は％）、
因10例(“%)であり、
5
の順接型と同様に依が圧
倒的に多い。
7順
接型で動詞を用いる場合は、「依
x
、y
。」が暉例(m%）
、
。
で圧倒的に多＞
8
倒置型で動詞を用いる場合は、「Y°
依
x
也。」が119例
(m%）、「Y。依X欺。」がlll例（
5
％）であり、
この二つで
叩％を占めている。
_-h 
9倒
置型で動詞を用い指示代名詞是で受ける場合は17例であり、
そうでない場合(373例）に比べてわずかU％である。
これ
10倒
置塑で名詞
を用
い指示代名詞是で受ける場合は1例であり、
そうでない場合
(105
例）に比べてわずかい％である。
11理
由の説明が長くなる場合は、
倒置型の「Y°其故者X。」
「Y。其故
x
者。」「Y°故何者X而已。」が用いられている
。
注
閥査は、臨川香店刊行の「小右gG-」「小右記二
j
「小右記三」（い
ずれも叩年発行）の全3冊を用いた
。
注2
「中国短期大学紀要」第15号函年）に発表済み。
注3
I中国短期大学紀要」第23号（碑
。
注4
「色袋子類抄」
中田祝夫・峯岸明
編
風間杏房（薗年）
注5
「日本国語大辞典」
小学館（暉年）
「高山寺本古往来
表白集」
束京大学出版会（叩年）
「東大寺図杏館蔵本法華文句古点j
(I,\-安中期点）大坪併治氏の御
教示による。
注6
月訳日葡辞書』
土井忠生・森田
武•長南
実紺
訳
店（暉年）
注7
「興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝 点の国語学的研究」
東京大学出版会（碑年）
岩波晋
（中国短期大学助教授）
尚、『小右記」の原因・理由を示す表現のI順接型•II倒罹型の一梵表は、
数字その他の都合により横害きのため、
三五五頁に掲
戟します。
築島
裕
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「小右記」に見られる原因・理由を示す表現 一覧表
1 順接型（緊雰m塁盟姦翌店？？t凋ぷし 、 ）
1 接絞詞を用いる場合（二文）
(!) 「よって」
切① x者。 V}Y。 188 
② x云々。 �y 。 79 
③ x也。 切Y。 68 
④ X歎。 缶Y。 27 
⑤ x乎。 {/}Y。 4 
⑥ x而巳。鉛Y。 2 
⑦ X。 切Yo 2144 
Rt 2512 
依①X。 依天Y。 1 
② X。 依而Y。 1 
計 2
因(1) X。 因以y 。
(2) 随（したがって）
① x. 阻i亦Y·o 18 
② X。 随又Y. II 
③ X。 随又又Y. 2 
① X。 随則Y。 12 
⑤ X。 随即Y 。 I 
(3) 然者（しかれば）
① x歎。 然者Y。 3 
② x而巳然者Y。 l 
③ x云々 。然者Y。 1 
④ x者。 然者Y. I 
⑤ X。 然者Y。 16 
(4) 故（ゆゑに）
① X。 故 y 。 4 
2 勁詞「よる」を用いる場合(-文）
依①依 x 、 y 。 1976 
② x依天Y。 2 
③依 x、 云々。 19 
④依之、 Y。 3 
⑤ 依是、 Y。 1 
ilt 2001 
因①因x 、 Y。 11 
②因x 、 云々。 2 
③ 因之、 Y。 11 
① 因五天 Y。 l 
計 25
ほ①樟 x 、 y 。 19 
②樟 x 、 Y也． 2 
③緑 x、 Y款o l 
叶 22
3 名詞「ゆゑ」を用いる場合（一文）
① x之故、Y。
計
l2 
4645例
2515例
l 
44例
22例
4例
2048例
lZ例
n 倒Et益（茎考羹周itよK素？そ恩ら雰．）
l 動詞「よる」を用いる場合（二文）
依A 346 B 16 
A ① Y。 依x也。 119 
｛
② y 。 依 x歎． lll 
③ y 。 若依 x欺o 8 
④ y 。 依 x. 79 
⑤ Y。 依 x者。 22 
⑥ Y。 依 x耳。 5 
⑦ Y。 依 x而巳。 1 
⑧ Y. 依 x乎。 1 
B ① Y。 是依x也。 5 
② Y。 是依X。 3 
③ y 。 是依x 、 Z。 I 
® Y。 若是依 x歎。 l 
⑤ Y。 是依 x 、 Z歎o 1 
⑥ Y。 是依 x 、 云々 2 
⑦ Y。 是依 x、 Z云々。 1 
⑧ y 。 是依x 、 Z耳 l 
⑨ y 。 是依x者。 1 
縁A 17 B I 
A ①Y • 4lil:X。 5 
② Y。 緑 x欺． 2 
③ Y。 若緑X歎． 2 
① Y。 縁X云々。 3 
⑤ Y 。 粒x者。 3 
® y 。 縁x也。 l 
⑦ y 。 松：x耳． 1 
B ①Yo 是縁X歎。 l 
因A 10 B 0 
A ① Y。 因 x. 6 
② Y。 因 x者。 3 
③ Y。 因 x也． l 
2 名詞を用いる場合（
一
文）
(1)故（ゆゑ)A73 Bl 
A ① y. x之故也。 46 
② Y。 x之故。 ，
③ Y。 x之故者。 2 
④ Y。 x之故耳。 1 
⑤ Y。 x之故云々。 I 
｛ 
⑥ Y． 其故者X。 12 
⑦ Y。 其故 x者。 I 
⑧ Y 。 故何者X而巳。 1 
iit 73 
B ① y 。 是X之故。 l 
(2)所以（ゆゑ） Al BO 
① Y。 所以者X。 l 
(3) 為（ため） A3l BO 
① Y。 為X也o 15
② Y。 為 x. 10 
③ Y． 為 x欺． 5 
① Y。 為 x也者。 1 
計 496例
-355-
362例
18例
10例
74例
1例
31例
